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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 時間依存ハートリー・フォック理論は、低エネルギー原子核衝突で起こる核融合反応や深部非弾性散
乱、及び原子核の巨大共鳴などの振動励起状態を調べる方法として、これまで多くの研究がなされてき
たが、多核子移行過程に対する本格的な適用は本研究が初めてのものである。本論文は、時間依存ハ
ートリー・フォック理論により、少数核子が関与し直接反応と見なせる核子移行過程から、多数の核子が
関与する多核子移行過程、さらに量子大振幅集団運動とみなせる準核分裂過程まで、単一の枠組みに
基づき、実験で得られる反応断面積を系統的に分析し、この理論の有効性と限界を明らかにしている。ま
た、準核分裂過程に対して得られた、変形軸と入射方向による反応機構の変化や、質量平衡化及び逆
方向への核子移行過程の存在などの知見は、原子核ダイナミクスの観点からも、新奇な不安定原子核を
生成する手段を探る上でも、大変興味深い。また、本論文では、射影演算子の方法と時間依存ハートリ
ー・フォック理論を組み合わせる方法論の発展がなされており、理論面において新たな進展が含まれ、さ
らに極めて大規模な数値計算が遂行されており、計算物理学の観点からも高く評価できる。このように、
本論文で示された内容は、原子核物理学の理論的研究を大きく発展させるものであり、学術的に高く評
価できる。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２７年２月１８日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
